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に
於
て
任
意
に
部
備
金
の
滑
加
仁
必
掛
く
る
事
肝
要
な
る
業
の
如
念
公
く
銀
行
業
文
胤
の
閣
外
に
立
っ
と
一
五
ふ
一
円
し

可
く
、
期
〈
し
て
A

初
め
て
此
弱
鮪
を
匡
正
す
る
を
得
る
な
一
間
取
M
U
株
式
受
渡
日
の
如
を
定
期
に
改
ひ
ゐ
事
能
以
会
切
る
仁

b
o
最
古
準
備
金
喰
加
の
斜
め
に
は
銀
行
波
金
の
無
利
子
…
非
公
る
も
、
米
側
銀
行
業
に
取
'
り
て
議
活
祭
拐
な
ふ
は
銀

牧
受
の
必
要
あ
る
可
し
、
共
必
要
は
千
八
百
七
十
一
二
年
の
…
行
が
他
銀
行
の
際
金
を
牧
受
ず
る
の
責
任
を
臼
脱
却
し
、
恐

恐
慌
談
、

Mm
ー
す
交
換
所
委
員
命
日
の
翌
日
仁
於
て
主
張
せ
ら
一
慌
時
に
於
け
る
政
策
を
能
く
認
識
し
て
、
平
川
崎
仁
於
て
多

れ
北
れ
ど
も
、
不
安
・
仁
し
て
所
澗
治
取
的
銀
行
業
者
の
銭
…
額
の
準
備
金
を
周
滋
ナ
ゐ
か
、
或
ほ
此
方
策
仁
し
て
不
可

め
に
保
守
仁
泌
?
る
唱
の
よ
し
し
て
排
斥
せ
ら
れ
大
ム
ノ
、
加
一
能
な
る
に
於
て
以
、
他
銀
行
が
準
備
市
銀
行
に
減
認
し
制
御

ふ
る
に
無
利
子
預
金
の
欣
受
は
、
他
銀
行
を
し
て
野
滋
利
一
る
資
金
の
割
合
生
低
減
せ
し
り
る
か
に
あ

h
、
回
よ
t
り
預

卒
仁
川
於
て
怒
期
す
る
事
能
は
ぴ
る
滋
賀
を
、
雄
々
紛
育
英
一
訴
の
割
合
を
以
て
放
て
泌
剰
な
'
ち
と
一
五
ふ
ド
ト
非
S
H
b
号、

他
の
都
市
に
尚
一
読
す
る
の
附
加
を
生
廿
し
め
、
我
金
融
市
場
一
市
中
銀
行
が
屡
々
文
挑
ん
停
止
を
行
め
よ
b
見
れ
ば
、
準
備

よ
ら
不
健
会
な
る
投
機
vm
を
側
逐
し
、
資
金
の
審
税
宏
司
一
金
以
恐
慌
に
際
し
て
資
効
生
湊
せ
如
、
C

み
が
如
く
、
脳
て
…

能
な
ら
し
り
ゐ
の
利
手
め
ゐ
仁
川
於
て
を
や
。
一
般
不
信
の
情
は
銀
行
の
文
腕
能
力
如
何
ド
邸
ゐ
に
非
ヂ
し

長

特

係

長

一

て

、

期

る

金

融

議

治

に

際

し

て

能

く

資

金

の

融

越

生

求

め

以
土
知
山
越
す
る
蕗
を
秘
結
す
る
仁
、
米
閥
仁
一
於
付
る
文
一
斜
る
や
否
や
仁
花
ツ
必
ず
ど
以
て
な
-ho
米
側
に
於
て
、
恐
慌

応
制
度
の
銚
乏
は
、
中
央
銀
行
生
し
て
閥
庫
金
の
迷
期
及
…
に
際
し
、
一
般
市
場
仁
恐
怖
の
念
を
輿
ヘ
、
周
到
着
資
な

び
紙
幣
の
伸
縮
を
自
在
'
な
i

ら
し
む
る
能
は
安
、
叉
中
央
銀
〆
る
預
金
殺
が
預
金
を
引
出
し
、
戒
は
投
機
的
滅
金
者
が
通

行
k
し
て
金
融
上
の
病
症
た
救
協
加
す
る
趨
蛍
の
機
関
北
ら
貨
打
歩
の
利
益
を
占
め
ん
と
し
て
.
預
金
を
取
付
く
ゐ
が
如
.

し
む
る
能
は
か
る
な
1

り
。
忠
ふ
に
米
凶
金
融
市
場
に
践
鉄
を
は
、
全
く
銀
行
業
者
が
文
机
停
止
営
側
側
繁
に
行
ふ
給
巣

一
、
一
員
制
鎚
悶
髄
を
廷
闘
鑓
斜
線
緑
樹
悶
悶
関
側
剥
蹴
倒
翻
翻
総
額
劉
同
樹
翻
翻
識
調
可

d
j
j録
音
持
母
週
悶
悶
蹴
倒

3
3
3
3詞
3
3
j著書
現
議
普
通

3
1
2総額
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に
外
な
ら
安
、
要
す
る
仁
銀
行
業
者
が
共
感
抑
に
堪
ヘ
得

る
の
能
力
を
養
は
ん
か
少
く
と
弘
米
凶
特
有
な
る
此
瀦
預

金
の
取
付
を
防
?
を
得
べ
し
。
凶
レ
ポ
λ

ツ
非
常
時
の
紙
幣
夜

行
に
濁
し
て
、
成
る
設
備
を
錯
す
は
肝
要
に
し
て
ね
人
の
一

拒
U
彪
に
非
会
」
れ
ど
が
も
、
最
活
必
要
快
く
べ
か
ら
な
る
は
一

銀
行
染
者
が
能
く
禁
泳
備
金
の
目
的
を
班
解
し
、
卒
時
仁
一

於
て
多
額
の
準
備
金
を
保
有
し
、
一
判
事
畿
に
際
し
て
巧
一

仁
之
を
混
用
す
る
事
・
即
も
之
れ
な
b
o
(
先

)

‘

一

以
上
ス
プ
レ
ー
グ
氏
の
論
文
は
怖
に
米
側
艇
憐
壮
合
一

の
時
事
問
題
を
解
決
し
大
ゐ
の
み
な
ら
歩
、
金
融
市
場
一

smω
口
問
。
R
M
お
エ
恥
・

仁
一
於
け
る
中
央
銀
行
の
地
位
、
割
引
政
策
の
効
巣
等
一
一
千
九
百
六
年
弱
逃
、
が
現
行
関
税
定
感
7
4
Z
施
行
し
、
保
護

般
の
問
題
に
艶
し
て
説
明
評
論
の
重
ん
や
ノ
可
を
も
の
あ
一
政
策
殊
に
農
業
保
設
の
政
策
を
‘
取
れ
る
結
果
と
し
て
、
附

b
o
原
著
者
以
今
、
議
・
塑
頓
府
い
L

…ぷ
'O
通
貨
問
題
調
夜
一
口
比
一
総
憐
上
に
如
何
な
る
影
響
子
一
及
ぼ
し
花
る
や
。
此
枇
州
仁

委
員
舎
の
専
門
委
民
と
し
て
成
則
自
供
し
つ
t
E

あ
ち
。
本
論
…
就
て
的
憾
な
る
論
断
を
間
色
、
詳
密
な
る
説
明
を
得
る
乙

に
挑
ん
か
る
所
果
し
て
如
何
な
る
程
度
ま
で
委
員
舎
の
議
一
1f-
は
、
内
外
側
民
の
希
盟
し
て
己
、
t
w
A
H
H
b
所
な
t
り0

・本書

決
を
動
か
す
や
は
他
日
を
以
て
之
含
検
せ
ん
の
み
o

松
一
の
著
者
プ

I
タ
イ
ン
阻
ん
ね
術
開
談
合
の
議
員
な
る
が
、
一

回
君
の
諮
究
頗
る
婆
を
得
、
北
I

り
o
余
は
唯
原
女
・
1
L
野
間
以
一
方
に
は
自
由
貿
易
論
者
ー
と
し
て
、
母
問
問
亦
γ
ト
も
怠
去
を
践

し
て
一
一
一
回
の
字
句
仁
訂
民
を
加
ヘ
大
ふ
仁
過
S
タ
o

わ
る
-h

の
人
な
ん
〆
O

本
容
は
締
論
と
結
論
と
の
外
仁
、
長

明

江

崎

一

附

記
4

業
関
税
之
農
業
の
後
述
、
保
殺
関
税
と
工
業
の
後
述
、
保

守

お

川

広

諸

刃

目

、

i

本
本

3
4

岳
部

jλ
ノ

ゴ
ー
タ
イ
ン
氏
刺
例
議
保
護
関
税

移
民
fm側

主
烏
丸
山
島
一
J

J

二

H
H

の円
W
O

品
の

opmユロ
-
U
W
J
J
J
1
2っ
的
仏
mwuω
口
Y
5
N
N
G日
目

ω吋
mwl

s
σ
3
1ロ
ハ
凶
作
口
付
切
れ

V
Vロ
仏
・
く

o
p
c・
町
広
三
戸
注
目
n
y
o
N
A
W門付
i

総

総

…六日
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議
関
税
に
依
0
資
本
放
下
の
惑
を
桜
ー
ま
よ
ツ
て
、
消
逸
の
家
穀
物
関
税
は
大
規
模
農
業
左
絞
総
ー
す
る
者
の
み
を
利
謀

れ
る
損
努
、
生
的
資
料
仁
封
ず
る
課
税
に
依
る
閥
民
健
康
し
、
小
農
の
如
合
自
己
の
耕
作
す
る
以
外
仁
、
穀
物
、
築

上
の
制
限
努
、
関
税
政
策
の
金
利
に
災
ぽ
せ
る
影
響
、
保
護
…
粉
、
m
麹
刻
、
総
を
仙
川
以
]
鶏
卵
野
弟
子
【
M
H
ぷ
者
は
山
筑
波
闘

関
税
政
策
の
財
政
上
に
・
於
け
ず
の
作
用
等
の
ム
ハ
意
に
分
、
花
…
枕
仁
依
る
物
使
協
貨
の
潟
め
に
損
害
を
譲
る
可
し
・
)
と

る
o
著
者
は
関
心
在
感
販
に
於
て
獅
治
関
税
政
策
と
閥
勢
陥
没
…
し
(
九
l

一

o…
良
)
叫
州
事
費
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
斜
め
狗

怨
と
の
閥
係
を
叙
織
し
、
ぷ
側
巡
の
大
地
主
以
往
年
溺
泌
が
…
逃
に
於
け
る
耕
地
八
万
胞
の
治
草
川
叩
一
仁
一
説
欣
を
叙
述
し
、
勺
税

穀
物
輸
出
間
投
I
リ
し
附
紘
自
由
貿
易
会
支
持
し
た
ず
心
が
‘
…
ふ
約
十
の
地
加
は
呉
影
響
を
地
償
敢
に
小
作
料
に
及
ぼ
せ
る

千
八
百
右
十
年
代
に
入
1

り
て
、
内
閣
に
於
け
る
人
口
増
加
一
ペ
然
式
市
伎
十
ゲ
'
郷

q1・
土
地
古
川
只
入
れ
允
ゐ
耕
地
・
中
山
中
叉

の
然
-
め
い
札
、
穀
物
輸
入
閣
と
な

b
、
然
対
も
州
制
滋
川
閣
総
の
間
一
川
仙
台
川
を
小
作
料
を
約
し
大
る
貸
借
入
政
訴
時
に
し
て
耕
作

畿
弁
に
海
叩
池
袋
-
一
年
低
織
の
結
果
と
し
〈
、
怯
界
市
場
仁
い
於
…
が
生
産
裂
か
}
償
ふ
に
足
J
e

つ
診
る
に
と
、
ど
認

U
る
に
窓
れ

け
る
穀
俄
r
h下
滋
tz・
米
ず
や
、
状
況
一
銭
し
、
畿
に
土
地
…
1

り
し
と
し
(
一
二
一
良
)
然
活
食
料
品
の
償
騰
貴
し
て
、
食

仁
放
下
し
従
ゐ
資
本
に
依
て
多
〈
の
利
誌
を
得
、
北
ゐ
大
地
…
銭
高
貴
に
沿
わ
ん
と
す
る
や
、
東
部
北
部
仁
於
ー
は
低

主
は
漸
く
不
利
鈍
の
地
位
に
陥
t

り
て
、
保
識
の
必
.W

況
を
認
…
廉
な
る
が
リ
ジ
ア
人
波
踊
人
を
移
入
し
て
紙
切
働
に
常
ら
し

め
、
叉
始
め
穀
物
淑
税
仁
川
依
て
賃
銀
に
不
良
の
影
響
を
及
一
な
ふ
が
故
仁
、
却
て
が
只
銀
含
低
落
せ
し
め
、
人
民
企
部
命
日

ぼ
す
と
と
bda
桃
山
れ
、
之
仁
脅
威
せ

y
bし
工
業
家
宅
工
瞥
…
に
駅
泌
す
る
が
故
に
、
人
口
の
郁
曾
仁
一
集
中
す
る
を
防
滋

品
諜
税
に
依
て
、
自
家
の
断
、
上
ド
利
益
の
及
ぷ
を
思
ぴ
、
一
せ
ん
L
し
す
る
保
護
関
税
以
所
期
と
正
反
溺
の
結
果
乞
現
政

相
率
ぴ
て
保
護
政
策
の
施
行
を
促
す
に
去
れ
ら
し
と
剣
麟
す
仁
怒
-
…
ら
ん
と
す
と
し
、
(
一
一
…
!
一
一
二
頁
〉
保
設
関
税
の

し
て
、
(
一
九

i
六
百
)
獅
惣
保
殺
政
策
の
由
来
を
切
に
し
、
行
は
る
t
E

に
拘
は
ら
み
y
、
外
捌
務
住
民
の
多
を
乙
と
を
指

山
地
ん
で
カ
プ
リ
グ
ヰ
時
代
に
於
け
る
関
税
政
策
を
論
b
、

摘

し

文
J

り。

新

報

印

刷

介

140 

次
に
保
護
関
税
と
工
業
務
惑
と
の
関
係
に
税
て
、
著
者

は
世
間
保
謎
論
者
が
近
年
濁
滋
の
工
業
界
に
於
て
感
術
上

の
紙
工
風
、
技
術
上
の
邸
刺
殺
切
が
包
撲
に
応
用
せ
ら
れ
て
、

生
産
技
術
を
改
良
し
、
以
て
事
業
の
後
建
争
促
し
セ
る
ζ

…

と
大
な
る
も
の
あ
る
仁
拘
は
ら
歩
、
密
部
之
を
認
め
少
し
一

て
、
一
意
工
業
後
惑
の
原
闘
を
関
税
保
識
に
附
す
る
の

mm
一

な
る
を
指
摘
し
、
製
鍬
業
仁
就
て
技
術
上
の
説
明
を
試
み
、
一

匙
ん
で
製
薬
が
保
護
関
税
の
助
カ
仁
川
依
'
り
、
カ

12'
一

ル
、
ト
テ
ス
ト
叉
は
大
規
模
令
阿
を
行
ふ
の
弊
容
を
述
べ
一

(
一
一
七
!
三

O
R
)
千
九
百
三
年
十
一
月
十
四
日
の
鍛
松
一

に
銅
鎖
業
雑
誌
よ
』
ハ
溺
遜
製
織
業
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
就
て
一

引
抄
し
字
。
。
保
謎
閥
一
枕
が
資
本
放
下
の
状
況
仁
及
ぼ
し
一

花
る
影
響
、
利
子
歩
令
に
机
測
す
る
縦
一
集
定
就
て
は
、
論
一

郎
総
り
性
質
上
議
論
酬
仰
い
炉
、
滋
倣
宮
川
駅
く
の
燐
な
A
ぜい

JZ
得
?
と
一

雄
号
、
保
諮
問
枕
と
附
民
総
践
と
の
関
係
に
」
戚
て
は
、
口
取
一

4
E磁
な
る
統
計
を
基
礎
と
し
て
論
ヂ
る
所
、
川

b
o〈
昭
一
二

頁
以
下
)
保
諮
閥
税
の
財
政
仁
及
ぼ
せ
る
影
響
仁
就
て
は
一

議
電
明
快
な
る
議
論
を
試
み
、
左
の
如
く
論
断
し
た
I

り。

4

ピ
λ

マ
ム
グ
が
最
初
関
税
政
策
の
方
針
を
瓦
定
ず
る

，141 

新

零

紹

介

ま

帯

ゃ
、
関
税
の
収
入
を
増
加
し
、
指
閥
財
政
の
基
織
を
殻

闘
な
ち
し
む
る
乙

2
，
を
以
て
、
其
目
的
と
し
北

-bo
然

活
此
目
的
弘
法
せ
ら
れ

y
bき
。
闘
よ
・
0
関
税
の
収
入

は
大
仁
増
加
し
、
千
八
百
七
十
九
年
之
、
?
九
百
七
年

E
P

を
比
較
す
る
仁
、
…
低
凶
千
高
馬
克
よ
ら
七
億
ぬ
克
に

4

注
し
柁
ゐ
が
、
此
湘
加
の
大
部
分
け
い
保
謎
政
策
と
み
一
く

関
係
な
お
d

牧
入
関
税
よ

to生
b
来
れ
ゐ
唱
の
な
る
の
み

な
ら
下
、
議
後
口
聞
に
就
て
綜
、
保
訟
税
政
策
に
依
る
生

活
費
増
加
の
斜
め
仁
却
で
減
少
し
大
る
を
見
H
b
o

議
し

食
料
品
川
り
如
さ
総
「
蜘
判
的
必
要
口
仰
の
時
偵
V

や
し
て
燃
費
せ

〆

〉

、

v
p
，“ぇ〉

L
止
、
十
九
日
リ
妥
台
H

主
総
女
人
う
.
良
1
uハ
ζ

J

-
刀
会
・
刊
現
U
V
-

ノ
j
u
H
4宮、
Y-I7
手
H
q
y
i
v
j
Jノ

7
y

貨
物
仁
濁
し
て
治
授
す
る
所
少
な

e
r盗
ゐ
一
円
公
営
以

て
な

b
。
之

γγ
加
ふ
る
ド
ト
術
凶
脇
邦
州
政
府
、
市
政
府

が
官
会
正
に
輿
ふ
ゐ
俸
給
ぷ
υ
生
活
品
目
増
加
の
斜
め
い
へ

瑠
懲
し
来
。
、
年
額
二
十
億
.
ぬ
克
め
経
費
地
加
を
一
裂
す

る
仁
宝
山

V
6
0
濁
品
践
が
…
持
び
自
由
貿
易
の
制
度
に
彼
締

ず
る
は
、
川
町
政
上
の
必
要
仁
印
刷
す
O

M

(

五
お
l
六

O
頁
)

要
す
る
に
ん
場
者
が
商
業
政
策
上
仁
懐
抱
す
み
窓
口
m'U頗

る
正
磁
な
t
り
t
f
云
ふ
可
し
、
一
部
郎
.
仰
の
議
は
之
宮
排
斥
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紹

介

一

一

一

穴

四

ず
可
奇
妙
刀
、
事
授
を
茶
礎
と
せ
み
議
論
は
答
日
切
に
之
を
動
機
小
に
し
，
て
、
総
議
広
侠
な
ら
才
る
の
快
鮎
tvι

苑
か
れ
グ

か
す
ー
可
か
ら
み
引
ノ
。
我
殺
は
保
銭
関
税
論
に
熱
中
し
、
必
貯

J

り
し
の
み
な
ら
み
少
、
最
近
二
三
十
年
間
に
於
け
る
総
務
感

し
て
殆
ど
偽
を
顧
み
公
る
我
問
一
部
の
人
士
に
向
て
、
湖
一
一
試
の
設
建
は
ミ
ル
氏
の
所
説
に
幾
多
修
γm・p-加
ふ
る
の
筒

逃
保
織
政
策
の
効
果
念
論
b
、
英
利
議
を
喋
々
す
ふ
以
前
…
所
主
今
一
b
セ
ー
り
。
先
年
米
闘
の
J

ブ
ブ
リ
y
数
授
が
刊
行
し

仁
、
先
づ
本
書
を
一
一
践
す
る
と
と
を
糊
告
す
る
唱
の
な
ん
ノ
O

一
、
松
ゐ
ミ
ル
氏
締
約
原
論
の
如
き
如
上
の
不
便
を
除
号
、
叉

(

堀

紅

蹄

ご

…

如

上

の

必

要

に

熔

ポ

ノ

る

斜

め

じ

出

で

、

北

る

も

の

な

b
し

コ
ペ
何
故
か
世
間
に
行
は
る
‘
、
に
一
世
ず
ら
安
、
今
日
に
於
て

一
殆

r多
数
の
研
究
者
に
忠
却
せ
ら
れ
北
る
が
如
し
。
今
、

ア
悦
ノ
司

γ
ユ
レ

i
氏

一

読

ミ

ル

氏

一

ア

ヅ

ジ

:l氏
一
一
社
ミ
ル
比
一
総
務
原
論
を
見
る
に
、
氏
以

筆
者
京
A

世

間

一

決

し

て

一

プ

プ

リ

シ

氏

の

如

く

ミ

ル

ほ

ん

の

瓜

交

に

濁

し

て

大

詰
山
工
羽

U
R
ど一"
:

一

腕

仰

な

る

加

除

訂

一

止

を

加

ヘ

ヂ

、

前

後

幾

多

の

版

本

仁

於

て

M
U

比
三
目
立
。
ω
0
5
0
い片山

g-HH刊の
O
口

ogu、.・〕
WT.-7g

一
ミ
ル
氏
の
説
明
の
異
な
れ
る

mV}附
註
し
、
千
八
百
四
十

宮

5
3
円高山口・忠一件。仏

SJHH・M-
〉
ω
宮内、・

3
・M
M
l

八
年
初
版
務
行
後
詰
千
年
間
に
於
て
ミ
ル
氏
の
態
説
に

υハ門

H
0
5
・H
k
O
口
問

5
8ロ
ω
h
w
o
o
-
5
0
ω
-
r
・

如

何

な

る

線

化

+γ
現
以
し
大
る
や
を
明
仁
ず
る
仁
一
勉
め
大

ミ
ル
氏
館
協
関
原
論
は
出
版
後
蹴
仁
六
十
鈴
年
少
一
経
過
し

1
0
0
}
印
し
て

Y
Y
ジ
ユ
レ
!
氏
自
身
結
論
二
十
六
百
を
起

北
れ
ど
号
、
山
川
阪
総
締
略
研
究
者
の
一
践
を
嬰
ず
る
害
総
合
十
し
、
専
ら
ミ
ル
兵
自
叙
俸
に
廿
泌
を
、
ミ
ル
ー
し
パ
シ
タ
ム
、
ゅ

の
一
と
し
て
、
世
間
に
曾
一
一
義
捌
せ
ら
る
。
唯
従
来
行
隠
れ
ヂ
エ
}
ム
ス
ミ
ル
、
コ
ム
ト
等
応
想
上
の
先
紫
色
の
関
係

、
北
る
版
本
中
一
プ
イ
J

ノプ
1
、
三
ナ

γ
ヨ
ン
は
す
阿
倍
に
し
て
を
叙
践
し
、
ミ
ル
氏
の
所
設
に
幾
動
を
来
3
し
め
食
る
所

一
般
韻
・
者
に
越
せ
ホ
/
、
ポ

γ
斗
一
ア
!
、
お
ず
V

コ
イ
ン
は
字
以
を
知
る
に
便
せ
ん
と
し
食
ん
/
。
是
れ
亦
有
用
の
女
学
、
党

る
を
失
は
ホ
，
rZ縦
私
、
本
書
中
最
む
ア
ヅ
ジ
ユ
レ
!
氏
の
る
に
ア

y
ジ
ユ
レ
1
底
的
の
一
五
ヘ
る
如
く
「
此
書
籍
は
今
後

功
傍
大
な
ら
『
ζ

認
り
可
営
拡
、
容
米
仁
川
村
し
北
る
二
十
則
永
〈
総
…
翻
せ
ら
る
可
く
、
天
異
母
艦
あ
b
lし
ず
。
英
十
九

頁
に
瓦
る
A

妨
げ
潟
書
解
題
に
し
て
、
総
隣
市
川
論
研
究
上
の
設
一
世
加
山
・
仁
於
け
る
知
織
上
の
隠
史
中
興
味
あ
る
方
面
伝
代
表

要
項
目
三
十
九
を
慰
げ
、
各
項
目
に
就
て
、
、
ミ
、
ミ
、
ル
陀
氏
ん
経
紛
一
す
λる
九
は
論
な
し
Lとピι司蹴叫宅℃、北禁八特色
M以μ
凶
朕
股
史
以
上
の
枇
鮪
刷
仁
主
中
在仕

原
論
の
の
，
閥
係
部
分
と
併
誠
ず
可
含
三
引

し、指一示不可埼
J附問問々

i

香屯泣香』h開
斜
論
究
の
糾
悦
刊
質
を
対
唱
も
説
明
し
、
花
花
ム
bソ
O

ァ
ア
ハ
れ
が
も
の
を
児
中
，
、
叉
他
の
貼
仁
於
て
は
、
本
品
川
闘
を
出
後
納

ヅ
ジ
デ
レ
l
阻
ん
が
ハ
!
グ
ア
i
ド
大
感
仁
川
於
て
総
憐
史
の
て
ι
し
て
、
真
仁
研
究
を
准
り
る
を
侠
と
す
L

る
は
何
人
も
否

締
肢
を
括
経
し
、
刀
〈
英
閥
斜
秘
史
に
就
て
有
名
な
る
著
述
一
認
せ
設
る
可
し
。
許
者
は
来
、
だ
ミ
ル
氏
の
原
論
に
扱
せ
な

あ
る
は
、
人
の
知
る
所
な
る
が
、
氏
は
前
年
ト
ロ
ン
ト
大
一
る

λ
仁
向
て
本
会
テ
推
薦
す
る
E
同
時
に
、
ミ
ル
氏
原
論

皐
に
於
て
、
近
年
バ

i
ミ
ン
が
ム
大
惨
に
於
て
総
務
史
以
一
&
設

u
t否
止
に
約
は
ち
下
、
終
憐
態
研
究
者
が
本
書
窓

外
、
幾
多
終
掛
感
に
開
ず
る
秘
義
を
然
し
、
科
一
方
面
に
球
日
工
不
参
考
書
解
題
b
u
d

一
幣
し
て
、
ア
Y

ジ
ユ
レ
l
氏
の
士
山
必

…
過
せ
る
知
識
配
布
ず
み
人
な
る
を
以
て
、
其
終
械
的
原
点
持
一
論
一
宏
容
し
ル
せ
含
ら
ん
乙
と
を
盟
ひ
。
(
堀
江
蹄
ご

考
書
は
の
懲
捧
解
胞
を
潟
す
が
如
営
事
業
に
は
、
最
電
池
一

し
食
'
り
と
す
可
く
、
叫
仰
い
ド
一
枇
合
主
義
、
賃
銀
基
金
の
雨
項
…

仁
於
て
綜
、
名
L
U
4
乱
PJ

考
書
解
題
に
蒋
』
り
て
、
堂
々
叱
る
続
一

論
を
試
み
、
人
口
の
異
動
、
十
九
世
紀
に
於
け
る
物
僚
の
…

雨
前
引
に
於
て
は
、
有
議
な
る
統
一
討
を
添
付
し

t
iり
。
多
考
一

番
中
千
九
百
九
年
出
版
の
書
然
、
政
府
出
版
物
、
雑
誌
論

交
を
見
ふ
に
於
て
は
、
氏
の
M
W
大
な
ら

2
・
す
可
し
o
w京ず
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